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1. Q&A について 

本文章は、「「母親の PFAS ばく露と 3 歳および 4 歳時点の機能性便秘の有無との関連につ

いて：子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」に関する研究論文の発表に

ついて」の報道発表を補足することを目的として作成したものです。内容は、著者の見解で

あり、環境省及び国立環境研究所の見解ではありません。 

 

2. Q&A 

Q: この研究の結果はどのように解釈するべきでしょうか。 

A: 母体血中 PFOA 濃度と 4 歳時点の機能性便秘の有無との間に正の関連が認められました

が、本研究は PFOA が機能性便秘の原因になるかどうかを直接調べたものではありません。

また、疫学研究であることから PFOA が機能性便秘の原因になるという機序に関する説明は

できません。以上から、本研究で見られた関連については慎重に解釈する必要があり、今後

の研究が必要です。 

 

Q: PFAS の血中濃度を妊婦や一般の人が調べることはできますか。 

A: 現在、血中 PFAS 濃度は医療機関等で一般的に測定が行われていません。民間サービス

で測定しているところもあるようですが、ご紹介できるところはありません。 

 

 

Q: 対象とした 7 種類の PFAS のうち、どの PFAS と機能性便秘の有無との関連が見られた

のでしょうか。 

A: 4 歳時点の機能性便秘の有無については、PFOA のみで母親の濃度と機能性便秘の有無と

の間で正の関連が見られました。3 歳時点の機能性便秘の有無については、対象としたすべ

ての PFAS で関連が見られませんでした。しかしながら、本研究は PFOA が機能性便秘の原

因になるかどうかを直接調べたものではありません。また、PFOA が機能性便秘の原因にな

ると考えられる十分な説明もできていません。本研究で見られた関連については慎重に解釈



する必要があり、今後の研究が必要です。また、疫学研究であることから PFOA が機能性便

秘の原因になるという機序に関する説明はできません。 

 

Q:「交絡因子」とは何ですか。 

A: 原因と結果の関連性を歪めたり、見かけ上の関連を生じさせたりする第 3 の因子のこと

です。例として、喫煙と脳梗塞との関連を調べる研究においては年齢が交絡因子となります。

喫煙者は非喫煙者よりも脳梗塞のリスクが高いですが、高齢者は若年者に比べて循環器疾患

のリスクが高く、喫煙率も高いという関係があるため、年齢による調整を行わない場合、喫

煙の脳梗塞のリスクを実際より大きく見積もることになります。 

 PFAS と機能性便秘の有無の関係を正確に評価するためには、その両者に関連する交絡因

子をすべて考慮した解析を行う必要があります。この研究では、既存の研究から交絡因子と

して考えられた因子（母親の年齢、母親の妊娠前体重、母親の分娩回数、母親の喫煙歴、母

親の教育歴、世帯収入、母親の食習慣、居住地域）をすべて考慮しましたが、この他にも交

絡因子が存在している可能性があります。 

このような考慮されていない交絡因子があると、本当は関連がないにもかかわらず、関連

が観察されてしまう結果になります。 

 

Q: 生活習慣や食事の影響は考慮されているのでしょうか。 

A: 過去の研究から生活習慣や食事は交絡因子に該当すると判断し、考慮しました。 

 

Q: PFAS 以外の化学物質の影響は考慮されているのでしょうか。 

A: 過去の研究から PFAS 以外の化学物質は交絡因子に該当しないと判断したため、考慮し

ませんでした。 

 

Q: PFAS と機能性便秘や便秘について調べた他の研究はないのですか。 

A: 米国の成人を対象として両者の関連を検討した研究が実施されており、血中 PFAS 濃度

と便秘の有無との間に正の関連が報告されています[1]。この研究と本研究では対象者や研

究デザイン、便秘の定義が異なるため、比較には注意が必要です。なぜ異なる結果が観察さ

れたのかについては、今後の検討が必要です。 

 

Q: 出生コホート調査とは何ですか。 



A: 出生コホート調査とは、特定の時期に生まれた子どもたちの集団（コホート）を対象に、

長期間にわたって継続的に追跡調査を行う研究手法のことです。「エコチル調査」もこの種

類の調査の一種と言えます。 

 

Q: エコチル調査とは何ですか。 

A: エコチル調査とは、環境省の実施している日本中で約 10 万組の子どもたちとそのご両

親に参加していただく大規模な疫学調査で、正式名称は「子どもの健康と環境に関する全国

調査」です。エコチル調査は、環境要因が子どもたちの成長・発達にどのような影響を与え

るのかを明らかにすることを目的としています。 

 

Q: 因果関係と関連は何が異なるのですか。 

A: 因果関係と関連はどちらも 2 つの事象の間に何らかの結びつきがあることを示しますが、

意味が異なります。因果関係とは一方の事象（原因）がもう一方の事象（結果）を引き起こ

すことを意味します。関連とは 2 つの事象の間に何らかの関連性があることを示しますが、

直接的な原因と結果の関係とは限りません。因果関係があれば関連も認められますが、関連

があっても因果関係があるとは限りません。例えば、身長と体重は関連があり、身長が高い

と体重が重い傾向があります。ただし、体重が重くても身長が高いとは限りません。また、

身長と計算能力は関連がありますが、身長と計算能力の間に因果関係はありません。この場

合は、年齢が交絡因子で、年齢が高いと身長が高く、また計算能力も高いことが考えられま

す。 

 

Q: エコチル調査は 10 万人の調査と聞いています。なぜこの研究では 2 万 5 千人しか PFAS

を調べていないのでしょうか。 

A: 予算や他の物質の優先順位などから、まずは 2 万 5 千人を測定しました。 

 

Q: PFAS を測定した 2 万 5 千人と測定していない 7 万 5 千人には違いはないのでしょうか。 

A: PFAS の測定対象者は全体からほぼ無作為に選んでいるため、偏りはないものと考えてい

ます。 

 

Q: なぜ PFAS を優先したのでしょうか。 

A: 外部専門家を含む専門委員会で検討した優先順位に沿って、順番に分析を実施していま

す。 



 

Q: エコチル調査が始まってから結果が出るまで 15 年以上経過しています。時間がかかっ

たのはなぜですか。 

A: 化学分析には多額の予算が必要なことから、調査にかかる予算との調整を行いながら、

測定を進めているため、時間がかかります。また、分析結果は第三者機関を交えた品質管理

を行っているため、結果確定に時間がかかります。さらに、論文は第三者の専門家による内

容の審査を受けるため、その過程でも時間がかかります。 
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